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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 84,280 23.4 4,178 292.8 3,906 285.7 2,100 466.7
24年3月期第2四半期 68,320 △25.5 1,063 △82.3 1,013 △82.4 370 △89.4

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 1,870百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △351百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 141.73 ―

24年3月期第2四半期 25.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 92,819 50,037 45.7
24年3月期 96,642 48,540 42.8

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  42,377百万円 24年3月期  41,324百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 17.00 ― 18.00 35.00
25年3月期 ― 18.00

25年3月期（予想） ― 18.00 36.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 167,000 5.4 7,100 39.6 6,800 32.0 2,900 16.3 195.70



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る
本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。なお、上記業績予想に関す
る事項は、（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名）
ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エ
ス・エー・デ・シー・ブイ

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 14,820,000 株 24年3月期 14,820,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 1,159 株 24年3月期 1,159 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 14,818,841 株 24年3月期2Q 14,818,841 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興関連需要や政府による経済政策の効

果、タイの洪水影響からの回復等を背景に、緩やかな景気回復が続きましたが、円高の長期化、世界経済の停滞な

ど、先行きは依然として不透明な状況であります。 

 このような環境のなか、当社グループは、顧客からの受注状況が東日本大震災から回復したことにより、当第２

四半期連結累計期間の売上高は、842億８千万円（前年同期比23.4％増）、営業利益41億７千８百万円（前年同期

比292.8％増）、経常利益39億６百万円（前年同期比285.7％増）、四半期純利益21億円（前年同期比466.7％増）

となりました。 

  

 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

（日本） 

 顧客からの受注状況の回復及び前期までに実施した固定費等の費用削減の継続効果により、売上高399億５千

万円（前年同期比12.9％増）、営業利益16億８千４百万円（前年同期は営業損失２億６百万円）となりました。

（北米） 

 日本と同様、受注状況の回復により、売上高300億５千６百万円（前年同期比61.2％増）、営業利益３億９百

万円（前年同期は営業損失５億２千３百万円）となりました。 

 なお、サウスキャロライナ・ユタカ・テクノロジーズ・インコーポレーテッドにつきましては、本年４月10日

に公表したとおり、当第２四半期連結会計期間に生産活動を終了し、現地の法律に従い必要な清算手続きを進め

ております。 

（アジア） 

 タイは洪水影響から回復したものの、インドネシアでローン規制の影響等により顧客からの受注が減少し、売

上高78億９千４百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益６億５千６百万円（前年同期比40.1％減）となりまし

た。 

（中国） 

 前年12月に実施した、重慶金豊機械有限公司の持分譲渡に伴う連結範囲からの除外影響があるものの、受注状

況の回復により、売上高123億１千６百万円（前年同期比13.7％増）、営業利益13億８千８百万円（前年同期比

63.7％増）となりました。 

（その他） 

 受注状況の回復に伴い、売上高33億９千７百万円（前年同期比23.4％増）、営業利益１億６千万円（前年同期

は営業損失１千９百万円）となりました。 

（注）上記に記載しているセグメント別の売上高は、外部顧客への売上高とセグメント間の内部売上高又は振替

高の合計であります。   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金の減少や有形固定資産の減少等により前

連結会計年度末に比べ38億２千２百万円減少し、928億１千９百万円となりました。 

 また、負債につきましても、支払手形及び買掛金の減少及び借入金の減少等により前連結会計年度末に比べ53

億２千万円減少し、427億８千２百万円となりました。 

 純資産は、主に利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ14億９千７百万円増加し、500億３千７百万

円となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は124億６千２百万円（前

年同期比0.6％増）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、得られた資金は52億１千６百万円（前年同期は４億１千６百万円の支出）となりました。

 これは主に税金等調整前四半期純利益、売上債権の減少額、減価償却費等により得られた資金から、仕入債

務の減少額、法人税等の支払額、たな卸資産の増加額等を差し引いた結果によるものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は27億３千６百万円（前年同期比71.1％増）となりました。 

 これは主に新機種投資に伴う有形固定資産の取得による支出、定期預金の預入による支出等により使用した

資金から、定期預金の払戻による収入等を差し引いた結果によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は27億３千８百万円（前年同期は21億４千６百万円の収入）となりました。

 これは主に長期借入金の返済による支出や短期借入金の純減額等により使用した資金から、長期借入れによ

る収入等を差し引いた結果によるものであります。 

  

 なお、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物に新規連結子会社であるユタカ・テクノロジー

ズ・デ・メキシコ・エス・エー・デ・シー・ブイの資金６億６千万円が含まれております。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 売上高につきましては、主に北米やタイにおいて顧客からの受注状況が計画を上回る見込みではあるものの、日

本における受注の減少、インドネシアにおける受注減少の継続、さらに中国地域においては日中関係から来る日本

製品の販売低迷に伴う大幅な受注減少が見込まれ、前回予想数値に対し減収の見通しであります。 

 利益面につきましては、北米やタイの増収効果及び費用削減施策の効果等を見込んでおりますが、日本やインド

ネシア及び中国における減収影響があり、前回予想数値を下回る見込みであります。 

 このような状況を踏まえ平成24年７月27日に公表いたしました通期業績予想を、以下のとおり修正いたします。

（単位：百万円）

  

 なお為替レートは、第３四半期連結会計期間以降の為替想定レートを、１米ドル80円から変更しておりません。

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回業績予想(Ａ) 

(平成24年７月27日公表) 
 170,000  8,300  8,200  4,000

今回発表予想(Ｂ)  167,000  7,100  6,800  2,900

増減額(Ｂ－Ａ)  △3,000  △1,200  △1,400  △1,100

増減率(％)  △1.8  △14.5  △17.1  △27.5

前期実績  158,405  5,086  5,149  2,493
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間において、ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エス・エー・デ・シー・ブイは、

今後重要性が増すことが見込まれるため、連結の範囲に含めることといたしました。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び一部の海外連結子会社における有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法は、従来、定率法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、主に第１四半期連結会計期間において、当社及び一部の海外連結子会社で推進してきた部品相互補

完のための生産ラインの共通化及び生産設備の汎用化施策が概ね完了したことを契機として、減価償却方法を見直

した結果、定額法が、資産の将来の経済的便益が消費されると予測されるパターンをより適切に反映すると判断し

たためであります。 

 従来は、新機種立ち上り時に受注が多く、年数の経過とともに受注減少となる傾向がありました。しかし現在

は、主要な顧客において、経済状況の変化に対応したグローバル展開や製品・部品の共有化が進み、受注は新機種

立ち上り以降も概ね安定的となっております。 

 また、従来、当社及び一部の海外連結子会社においては専用設備による生産が行われていましたが、主要な顧客

における生産拠点の共通化への対応及び生産効率の向上のため、部品相互補完のための生産ラインの共通化及び生

産設備の汎用化を推進してきました。第１四半期連結会計期間において、治具の汎用設備への適合化がなされたこ

と等により、設備全体の継続的な生産負荷の平準化が可能となっております。 

 これにより、第１四半期連結会計期間以降は、その経済的便益が安定的に発現すると考えられることから、耐用

年数にわたり一定額の費用が計上される定額法へ変更することとしました。 

 この結果、従来の方法に比較して、営業利益は96百万円増加、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞ

れ93百万円増加しております。   

   

 該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,518 13,865

受取手形及び売掛金 23,901 20,423

有価証券 199 199

製品 2,601 2,712

仕掛品 1,989 2,014

原材料及び貯蔵品 11,186 10,929

繰延税金資産 621 680

その他 1,839 2,169

流動資産合計 55,858 52,995

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 22,992 23,381

減価償却累計額 △11,138 △11,824

減損損失累計額 △48 △146

建物及び構築物（純額） 11,805 11,410

機械装置及び運搬具 64,365 64,168

減価償却累計額 △49,218 △49,286

減損損失累計額 － △11

機械装置及び運搬具（純額） 15,147 14,870

工具、器具及び備品 18,707 18,602

減価償却累計額 △17,993 △17,884

減損損失累計額 △1 －

工具、器具及び備品（純額） 712 717

土地 6,667 6,766

リース資産 184 175

減価償却累計額 △87 △89

リース資産（純額） 96 86

建設仮勘定 1,334 1,569

有形固定資産合計 35,763 35,421

無形固定資産 404 394

投資その他の資産   

投資有価証券 750 62

長期貸付金 26 25

長期前払費用 483 468

繰延税金資産 350 342

その他 3,029 3,134

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 4,615 4,007

固定資産合計 40,783 39,823

資産合計 96,642 92,819
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,865 19,295

短期借入金 13,121 10,790

リース債務 49 48

未払法人税等 635 955

賞与引当金 1,250 1,328

役員賞与引当金 18 －

その他 4,372 4,173

流動負債合計 41,313 36,592

固定負債   

長期借入金 5,135 4,653

リース債務 73 59

繰延税金負債 69 70

退職給付引当金 1,052 1,116

役員退職慰労引当金 82 65

負ののれん 108 54

その他 266 170

固定負債合計 6,788 6,189

負債合計 48,102 42,782

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,754 1,754

資本剰余金 565 565

利益剰余金 47,724 49,558

自己株式 △1 △1

株主資本合計 50,043 51,877

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △5 0

為替換算調整勘定 △8,713 △9,500

その他の包括利益累計額合計 △8,719 △9,499

少数株主持分 7,215 7,660

純資産合計 48,540 50,037

負債純資産合計 96,642 92,819
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 68,320 84,280

売上原価 61,505 73,968

売上総利益 6,814 10,312

販売費及び一般管理費 5,750 6,133

営業利益 1,063 4,178

営業外収益   

受取利息 119 74

負ののれん償却額 54 54

その他 135 99

営業外収益合計 308 229

営業外費用   

支払利息 175 175

為替差損 124 212

その他 60 113

営業外費用合計 359 501

経常利益 1,013 3,906

特別利益   

固定資産売却益 8 38

国庫補助金 49 －

特別利益合計 57 38

特別損失   

固定資産廃棄損 15 39

固定資産売却損 0 0

固定資産圧縮損 49 －

減損損失 － 122

特別退職金 187 48

特別損失合計 252 212

税金等調整前四半期純利益 818 3,733

法人税等 39 1,094

少数株主損益調整前四半期純利益 778 2,638

少数株主利益 407 538

四半期純利益 370 2,100
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 778 2,638

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 11

為替換算調整勘定 △1,130 △779

その他の包括利益合計 △1,130 △768

四半期包括利益 △351 1,870

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △755 1,323

少数株主に係る四半期包括利益 403 546
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 818 3,733

減価償却費 2,963 2,529

減損損失 － 122

負ののれん償却額 △54 △54

賞与引当金の増減額（△は減少） 20 78

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △18

災害損失引当金の増減額（△は減少） △133 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25 65

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △208 △17

受取利息及び受取配当金 △119 △75

支払利息 175 175

固定資産売却損益（△は益） △7 △38

国庫補助金等収入 △49 －

固定資産廃棄損 15 39

固定資産圧縮損 49 －

特別退職金 187 48

売上債権の増減額（△は増加） 1,253 2,813

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,135 △661

仕入債務の増減額（△は減少） △3,515 △1,947

その他 491 △621

小計 770 6,172

利息及び配当金の受取額 119 75

利息の支払額 △177 △174

特別退職金の支払額 △9 △38

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,119 △818

営業活動によるキャッシュ・フロー △416 5,216

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △859 △945

定期預金の払戻による収入 1,868 743

有価証券の償還による収入 10 －

有形固定資産の取得による支出 △2,665 △2,679

有形固定資産の売却による収入 66 173

無形固定資産の取得による支出 △47 △47

投資有価証券の取得による支出 △20 －

投資有価証券の償還による収入 － 20

国庫補助金等による収入 49 －

貸付けによる支出 △3 △1

貸付金の回収による収入 1 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,599 △2,736
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,466 △1,231

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △28 △25

長期借入れによる収入 817 959

長期借入金の返済による支出 △2,468 △1,961

配当金の支払額 △296 △266

少数株主への配当金の支払額 △344 △211

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,146 △2,738

現金及び現金同等物に係る換算差額 △363 △251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231 △509

現金及び現金同等物の期首残高 12,623 12,311

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 660

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,391 12,462
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 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円は、セグメント間取引消去 百万円でありま

す。 

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額 百万円は、セグメント間取引消去 百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修

正再表示 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」に記載のとおり、当社

及び一部の海外連結子会社における有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法は、従来、定率

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、主に第１四半期連結会計期間において、当社及び一部の海外連結子会社で推進してきた

部品相互補完のための生産ラインの共通化及び生産設備の汎用化施策が概ね完了したことを契機とし

て、減価償却方法を見直した結果、定額法が、資産の将来の経済的便益が消費されると予測されるパタ

ーンをより適切に反映すると判断したためであります。 

 この結果、従来の方法に比較して、第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、「日本」で98百万

円減少し、「北米」で166百万円、「アジア」で28百万円それぞれ増加しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  28,704  18,529  7,644  10,751  2,689  68,320  －  68,320

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 6,694  114  415  79  63  7,366  △7,366  －

計  35,399  18,643  8,059  10,830  2,753  75,686  △7,366  68,320

セグメント利益又は損失（△）  △206  △523  1,096  847  △19  1,194  △130  1,063

△130 △130

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  31,309  29,861  7,404  12,308  3,397  84,280  －  84,280

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 8,641  195  489  8  0  9,334  △9,334  －

計  39,950  30,056  7,894  12,316  3,397  93,615  △9,334  84,280

セグメント利益  1,684  309  656  1,388  160  4,199  △20  4,178

△20 △20

－11－

㈱ユタカ技研　（7229）　平成25年３月期　第２四半期決算短信


	272Qサマリー
	272QHTML.pdf



